
 

                                                                                       

 

 

 

  
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

昨年度同様，今年度も新型コロナウイルス感染症対策のため，委員の方々に

お集まりいただく会は中止とさせていただきました。 
学校保健委員会とは，児童生徒の保健安全面での問題解決と健康の保持増進について，保護者・地域の

関係者・学校職員・児童生徒が共に考え，その解決に努めるとともに，諸問題の研究協議及び連絡調整を

行うことを目的とした会です。 

一昨年度から小中学校保健委員会と地域保健委員会を合同で開催しています。そこでは保護者から出さ

れた意見や思いを地域関係者にも届け，地域関係者からは，地域での活動の様子や共に子どもたちの健康

を見守っているという思いを交換し合う機会となっています。「大泉の子どもたちの健康を育む」地域保

健委員会は，大泉の子どもたちの健康に関する事項について協議し，地域ぐるみで啓発活動，実践活動を

推進することを目的として，平成２３年１月に発足しました。大泉地区の子どもたちに関わって諸活動を

している各団体の代表の方々が委員になっています。来年度は，コロナも終息し，開催できることを期待

したいと思っています。 

 

「今年度の定期健康診断結果」 

委員の紹介（敬称略）          ＜顧問＞泉小中学校長 
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大泉地区の皆さんで子どもたちの

健康を支えています 

子どもたちの健康実態 

歯科検診の結果 

児童・生徒保健委員会活動の様子 

新型コロナウイルスの感染に唾液の飛沫が関係することで，手洗い場のソーシャルディスタンシングなど

感染リスクなどが意識され，学校での歯みがきが一時中止された学校もあります。しかし以前からインフル

エンザなどの感染症対策には，歯みがきなどによる歯垢の除去と歯周病への対策が有効なことがわかっ

ています。そうしたことから，日学歯は，学校（給食後）での歯みがきを新型コロナウイルス感染症のリスク

低減に留意して実施することを推奨しています。 

泉小中学校では，昼食後の歯みがきができるよう，感染症対策を徹底しながら，時間と場所を確保に努

力しています。 

 

男子 女子 

（グラフ内数値は人数） 

年齢が上がるにつれ低視力者が増加してい

る実態がありますが，近年では小学生の低視

力者が増加傾向にあります。 

視力検査結果 

令和３年７月 

泉小中学校・地域保健委員会事務局 

いい歯と歯肉を持つスーパーキラキラ泉

中生に聞きました（中学校６月） 

目の疲れをとる「ツボ」伝授 

（中学校１０月） 

・歯の表面だけでなく裏や前の方もしっかりみが

く ・歯肉も一緒にみがく。 

・10～15 分近くやるとよい。 

・うがいは３回する。 

・利き手側の歯を念入りにみがく。 

・歯茎と歯の間の部分を優しくみがく。 

・糖分，炭水化物は取りすぎない。 

・寝る前の歯みがきはしっかりする。 

ビデオ配信によるミニ集会。「新型コロナウイル

ス・インフルエンザについて」クイズ形式で感染

症予防を呼びかけました。（小学校１１月） 

３つの「密」の意味を確認しました。

教室が密閉状態ならないように，常

時換気をするよう呼びかけました。 
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＜全国平均と比較＞（全国令和元年度データ） 

小中ともに良い状態であった。 

泉小 う歯なし 69.6％（全国 55.2％） 

泉中 う歯なし 83.0％（全国 64.6％） 

《一人あたりの永久歯のう歯の本数》 

泉小６年 0.09本（全国小６年 0.7本） 

泉中１年 0.12本 （全国中１年 0.6本） 

感染症予防に石けんでの手洗

いはかかせません。泡石けん

を切らさないように補充して

います。（小学校） 



 

「何か一つ成し遂げるためには，繰り返すことと長

い時間をかけることが大切」 
 

「子どもたちの健康生活を，学校，保護者，地域が一丸となって取り組ん

でいる大泉地区は全国的にも珍しい。少しずつではあるが成果も見られ，す

ばらしい取組だと思う」と委員からこのような声が毎年聞かれました。昨年，

今年度と委員の方々に集まっていただいて意見交換することができず本当

に残念ですが，今後も引き続き，地域と連携し，協力しながら大泉の子ども

たちの健康を見守り，育む活動を続けていきたいと思います。 

夏休みを前に，大泉の子どもたちが健やかに成長をしていくことを

願い，地域全体での取り組みになりますよう，ご協力をよろしくお願

いします。 

 
 
今後も，保護者の皆さんや地域の方々と協力し合い

「毎日体を動かそう！」 
腹筋，ストレッチ，犬の散歩，お風呂掃除… 
毎日できることを自分で決めて実践しよう！ 
 
取組の目的 
①よく聞かれる健康問題の中に，運動する機会が減っていて，登下校

が送りお迎えの子が増えている，という声があります。また，中学校

では運動に熱心に取り組んでいる子と運動しない子の二極化がみ

られます。学校では，体育の時間に基礎体力向上や遊びから楽しく

運動にふれる機会を増やしていこうと考えています。ここで，家庭で

も毎日体を動かすという意識を高めていかなければ向上していか

ないと考えます。 

②当たり前のことを当たり前にできる子に…。仕事と家事で日々追わ

れる親に代って家事手伝い。毎日続けることでお互いに感謝の気持

ちが自然に生まれるのではないでしょうか。 

 

泉小中学校保健委員会の取組として，長年に渡って長期休業中に「チャレンジ 

カレンダー」を取り組んできました。 

今年度は，昨年度の約２週間という短い夏休みではなく，例年度並み 

の長期休業となります。部活や授業も感染症対策をしながら平常どおり行うこと

ができ，規則正しい生活が戻ってきました。引き続き夏休みも持続していけるよ

う，「生活習慣」「メディアと健康」「体と心つくり」についての取組を行ってい

きたいと思います。 

この取組については，保護者や地域の皆様のご協力により意識も高まり，成果

が出てきています。今年度も継続した取組を提案します。 

 

 

「早ね早起きかみかみ朝ごはん」 
取組の目的 
子どものころに規律ある正しい生活習慣を身につけることは，

生涯にわたる心身の健康へつながっていきます。規則正しい生活

習慣の確立は，地域・家庭との協力なくしては成すことができませ

ん。 

朝ごはんのチェック項目に「よく噛んで食べたか」も入っていま

す。よく噛んで食べることは，肥満予防や脳の発達など多くのメリ

ットがあります。ぜひ，家庭でも意識してみてください。 

今年の長期休業中のチャレンジは！  
「早ね早起きかみかみ朝ごはん」「アウトメディア」      
「毎日体を動かそう！」にチャレンジすることを提案します。 
昨年度は，「アウトメディア」については，学習の遅れを取り戻すためにインターネットを

利用して学習しているという声が多く聞かれ，在宅勤務でインターネットを利用する保護者

の方も多くいらっしゃることを考慮し，チャレンジは見合わせました。 

今年度は，アウトメディアに挑戦することを提案させてください。理由は，SNS を学習や

連絡ツール以外の目的で使用し，手放せなくなり，依存に陥る子どもたちが増加しているこ

と。何より保護者の方々から，「アウトメディア」の取組は続けてほしかったという声が多く

聞かれたことが大きな理由です。例年取り組んできた，５日間アウトメディアチャレンジし

たいと思います。ただし！！オリンピック観戦はアウトメディアから除外させていただきた

いと思います。ご家族で相談していただき，協力して取り組んでみてください。 

オリンピックは家族でテレビ観戦を！！ 

 

 

「アウトメディア」 
取組の目的 

時間泥棒のメディア機器から時間を取り戻す…５日間，メディアに触れない日に家族で挑戦！ 

＊テレビを消し，ゲームやネットから離れることで外遊びや，家族団らんの時間をつくったり，読書をしたり，家庭
学習を充実させたりといった機会が増えるはず。より心豊かな生活を送ってほしいと思います。お父さん，お
母さん…携帯，スマホのない時代に戻ってみませんか？ 

＊夜，眠る前の光刺激を少なくし，良質の睡眠をとってほしいと思います。 

中学校版 家族で取り組む「早ね早起きかみかみ朝ごはん」「体を動かそう」スーパーチャレンジ夏休み 

参考：令和元年使用 
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